
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 音読をした日数 音読の達人 おうちの人から 
先
生
か
ら 

音読が終わったら、   の中に日づけを書きましょう。 

 

例： 

一度もつかえ

ずスラスラ読

めた。 

すごくがんばった ◎ 
 

ページ 作 品 名 
がんばったね   ○ 

まだまだできるよ △ 

1 20～ かんがえるのって おもしろい           印 

2 25～ 銀色の裏
うら

地           印 

3 44～ 春の空           印 

4 51～ 見立てる           印 

5 54～ 言葉の意味が分かること           印 

6 71～ 古典の世界（一）           印 

7 86～ 夏の夜           印 

8 92～ モモ           印 

9 100～ かぼちゃのつるが           印 

10 102～ われは草なり           印 

11 113～ たずねびと           印 

12 134～ 秋の夕
ゆうべ

           印 

13 144～ 浦島
うらしま

太郎
た ろ う

 「御伽草子
お と ぎ ぞ う し

」より           印 

14 149～ 固有種が教えてくれること           印 

15 168～ 古典の世界（二）           印 

16 171～ やなせたかしーアンパンマンの勇気           印 

17 190～ 冬の朝           印 

18 192～ 好きな詩のよさを伝えよう           印 

19 199～ 想像力のスイッチを入れよう           印 

20 227～ 大造
だいぞう

じいさんとガン           印 

21 256～ 点字と手話           印 

22 260～ チェロの木           印 
               

 

【音読をするときの約束】 

１ 声の大きさや速さに注意して読みましょう。 

２ はっきりした発音で読みましょう。 

３ 言葉のひびきやリズム、間の取り方に注意して読みましょう。 

４ 物語文は、登場人物の心情やそれぞれの関係などが分かるように読みましょう。 

５ 学校で作品の勉強が終わったら、「おうちの人」と「先生」にがんばりをチェックしてもらいましょう。 
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